
実の一つだに                               2024.11.8. 

 

我が家の玄関への上がり口の階段脇に、小さな花壇があります。白いガザニアが元気に花をつ

けてくれていますが、その中に混じって枝が伸びています。これは野鳥の落とし物に入っていた

種子からの実生のものだったのでしょう。ガザニアの中に違和感を感じさせるものが生えてい

たので、「これは何かしら？」と友人のお隣の奥様にお尋ねしましたら、葉っぱをよくご覧にな

って、「山吹じゃないかしら」と言われ、上に記した和歌とその逸話（下記）も教えてくれました。 

雨に降られた道灌が、農家に雨合羽を借りようとしたら、農家の女が山吹の小枝を差し出したと言います。 

それは平安時代の古歌に“七重八重花は咲けども山吹の実の一つだに無きぞ悲しき”という歌があり『蓑』と『実

の』を懸けています。女は貧しい家で蓑一つも無いことを山吹に例えたのです。 

友人は親切に、いろいろ、素敵なエピソードを教えてくださるので、私は幸せです。今年の初

夏に、その山吹の枝に初めて白い小さな四弁の花(上図)が咲きました。とても清楚です。 

 

不思議なことに、我が家の玄関周りには、白い椿、白いツツジ、白いジ

ンジャー、馬酔木など、咲く花が白いものが多いのです。もう少し先に行

ったところにはクチナシの花もあります。そういうわけで、我が家の玄

関周りは彩りが少し地味目です。通常、山吹の花は山吹色、すなわち、パ

ッと明るい黄金の色をしていますが、我が家の山吹の花は白です。シロ

ヤマブキというそうです。山吹は和歌のように 貧しい家で蓑一つも無い 

ことを暗示してくれているのかも、と妙に納得しておりました。実がな

らないだろうと思っていたところ、この秋、山吹に実がついているのを

発見しました。3～5 粒の小さな黒い実が、艶々と元気に見えます。 

調べてみましたら、八重咲きの山吹には実はならないそうですが、一重の山吹は黄金色でも白

色でも実がつくとのこと。和歌の山吹は 七重八重 ですから、実がなかったのですね。実がなる

ほうが地味に咲く山吹となれば、地味目もまた、なかなかのものですね。 

七重八重 花は 咲けども山吹の実の一つだに  無きぞ悲しき 

兼明親王（914-986 ）   


